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 開 会 

○議長（小椋孝一君）    規程の定足数に達しておりますので、ただいまから平成２

５年第２回紀美野町議会定例会を開会します。 

（午前 ９時００分） 

 

○議長（小椋孝一君）    これから本日の会議を開きます。 

  本日の日程はお手元に配付のとおりです。 

◎日程第１ 会議録署名議員の指名について 

○議長（小椋孝一君）    日程第１、会議録署名議員の指名を行います。 

  本定例会の会議録署名議員は、会議規則第１２６条の規定によって、９番、仲尾元雄

君、１０番、松尾紘紀君を指名します。 

◎日程第２ 会期の決定について 

○議長（小椋孝一君）    日程第２、会期の決定について、議題とします。 

  議会運営委員長から審査結果の報告を願います。 

  議会運営委員長、美野勝男君。 

（議会運営委員長 美野勝男君 登壇） 

○議会運営委員長（美野勝男君）    議会運営委員長報告を行います。 

  去る６月２日、議会運営委員会を開催いたしましたので、その結果について報告いた

します。 

  会期は、本日から２５日までの１５日間とし、再開日は１８日、２１日及び２５日と

決定しました。 

  議事日程につきましては、配付しております議事予定日程表のとおりであります。 

  次に、一般質問の通告は６月１２日（水曜日）の午後３時までといたします。 

  次に、総務文教常任委員会を６月１３日（木曜日）午前９時３０分から、産業建設常

任委員会は６月１４日（金曜日）午前９時３０分から開催したいと思います。 

  次に、全員協議会を本日、本会議終了後に開催したいと思います。 

  次に、広報編集委員会を６月２１日（金曜日）本会議終了後、開催したいと思います。 

  なお、議事の進行上、日程を順次繰り延べる場合がありますので、よろしくお願いし

ます。 

  以上で、報告を終わります。 



－５－ 

（議会運営委員長 美野勝男君 降壇） 

○議長（小椋孝一君）    お諮りします。 

  本定例会の会期は、ただいま報告のとおり、本日から６月２５日までの１５日間とし

たいと思います。 

  これに御異議ありませんか。 

（「異議なし」の声あり） 

○議長（小椋孝一君）    異議なしと認めます。 

  したがって、本定例会の会期は、本日から６月２５日までの１５日間と決定しました。 

◎日程第３ 諸般の報告について 

○議長（小椋孝一君）    日程第３、諸般の報告を行います。 

  監査委員から、例月出納検査結果に関する報告について、提出されております。お手

元に配付しておりますので、御了承願います。 

  本定例会に提出された案件は、お手元に配付のとおりです。 

  この際、町長から行政報告の申し出がありましたので、これを許します。 

  町長、寺本君。 

（町長 寺本光嘉君 登壇） 

○町長（寺本光嘉君）    皆さん、おはようございます。 

  開会に当たりまして、一言御挨拶並びにその後の行政報告を申し上げます。 

  本日、紀美野町議会第２回定例会を招集いたしましたところ、議員各位をはじめ関係

者の皆様方には何かと御多忙の中、御出席を賜りましてまことにありがとうございます。 

  国では、国会の会期延長が見送られる見込みで、参議院選挙の日程も確定しようとし

ています。急激に上昇していた株価は急激に下落するなど不安定な状況でございます。

いずれにいたしましても実質的な景気回復を願うところでございます。 

  さて、かじか荘の指定管理者について公募を行ったところ３団体から応募いただき、

指定管理者の候補者選定委員会において指定管理者の候補者を選定していただきました。 

  今議会の補正予算に上程しております、ふるさと応援寄附金については、寄附者の意

向を尊重し、基金に積み立てて、各学校及び保育所の環境整備に使わせていただこうと

するものでございます。また予防接種委託料と助成金は、風疹の発生に伴いまして風疹

ワクチン接種を緊急に行うものでございます。また消防救急無線デジタル化負担金につ

きましては、前倒しで行うものでございます。 
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  また従来の小規模土地改良事業は、国庫補助金の農業体質強化基盤整備促進事業とし

て実施してまいります。 

  さて、今期定例会に上程いたしております案件は、議案第３５号から議案第４０号ま

での６件であります。条例の制定に係る案件が１件、町条例の一部改正に係る案件が１

件、工事請負契約の締結についての案件が１件、指定管理者の指定についての案件が１

件、そして平成２５年度紀美野町一般会計及び特別会計の補正予算に係る案件が２件で

あります。 

  この後、担当課長より詳しく御説明申し上げますので、十分御審議の上、原案どおり

御可決をいただけますよう、お願い申し上げまして、御挨拶並びに行政報告とさせてい

ただきます。ありがとうございました。 

（町長 寺本光嘉君 降壇） 

○議長（小椋孝一君）    次に、紀美野町土地開発公社の経営状況について及び財団

法人紀美野町ふるさと公社経営状況について、一括して報告願います。 

  企画管財課長、増谷君。 

（企画管財課長 増谷守哉君 登壇） 

○企画管財課長（増谷守哉君）    私のほうから紀美野町土地開発公社の経営状況、

それから紀美野町ふるさと公社の経営状況を報告させていただきます。 

  まず、土地開発公社の報告を行わせていただきます。緑の背表紙の資料でございます。

ごらんいただきたいと思います。 

  紀美野町土地開発公社の経営状況を説明する書類について。 

  地方自治法第２４３条３、第２項の規定により紀美野町土地開発公社の経営状況を説

明する書類を次のとおり提出する。 

                 平成２５年６月１１日提出 紀美野町長 寺本光嘉 

  表紙より２枚めくっていただきまして、１ページをごらんいただきたいと思います。 

  平成２４年度紀美野町土地開発公社の事業報告書でございます。（１）の一般事項の

理事会決議事項についての実績報告書でございます。平成２４年度では４回の理事会を

開催してございます。５月３１日の第１回理事会では、平成２３年度の決算について、

また平成２４年度の補正（第１号）について議決をいただきました。７月１８日の第２

回理事会では、補正（第２号）についての議決をいただいております。これにつきまし

ては法人税に伴う補正でございます。１１月２７日の第３回理事会では、補正（第３
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号）について議決をいただいてございます。内容につきましては、国木原地区に所有し

てございました公有地取得事業用地を町へ売却することに伴う補正でございます。３月

２７日に開催された第４回理事会では、平成２５年度当初予算について議決をいただき

ました。 

  次に、（２）役員に関する事項でございます。まず役員の異動に関する事項につきま

しては、平成２４年３月３１日に理事並びに監事各１名が退任されました。それに伴い

まして新たに４月１日に各１名の理事、監事が指名されてございます。また９月３０日

に１名の理事が退任され、新たに翌１０月１日に１名の理事が就任されました。 

  次の役員名簿でございます。平成２５年度３月３１日付の役員名簿を掲載させていた

だいてございます。理事長と筆頭理事を含む理事１４名、幹事２名の計１７名の名簿と

なってございます。 

  次、行政官庁認可等に関する事項について、４月１９日、理事の変更登記を和歌山地

方法務局に提出し、認可をいただきました。また６月５日の紀美野町議会第２回定例会

議において、平成２３年度経営状況を報告させていただいております。１０月１８日に

は、理事の変更登記を和歌山地方法務局に提出し、認可をいただいてございます。 

  次のページ、２ページをお願いしたいと思います。２の業務でございます。（１）の

土地取得状況につきましては、土地の取得はございませんでしたので、公有地取得、特

定土地と土地造成それぞれ事業用地の面積、取得価格とも原価ともゼロとなってござい

ます。 

  （２）の土地処分状況につきましては、公社が国木原地区に所有してございました公

有地取得事業用地、面積にしまして３,２０５平米、取得価格１,０２０万３,０００円

を町に売却を行ってございます。特定土地等事業用地についてはございません。 

  次（３）の土地造成事業収益でございます。昨年度におきましては福井樫山団地の販

売促進のために町のホームページ、また広報きみのへの掲載やのぼりの掲示、和歌山市

内の住宅展示会場へパンフレット仮置き依頼、また町内イベント等において職員による

パンフレットの配布など、販売活動を実施いたしました。しかしながら、町内外から１

０件程度の問い合わせがあったものの、残念ながら売買契約に至ってございません。こ

のため、面積、取得原価ともゼロとなってございます。 

  次（４）の土地保有状況でございます。公有地取得事業用地につきましては、国木原

地区の土地を売却したことによりゼロとなってございます。特定土地等事業用地１９６
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６.５７平米、取得価格５６６万５,８９９円、この用地につきましては野上中学校より

南の貴志川沿いの下佐々字飛ノ瀬９９５‐１に所有している用地でございます。福井樫

山団地宅地造成用地、面積が３６９６.８４平米、１億３,０３１万４,４２７円、福井

樫山の１１１１‐６番地ほか１６筆の用地でございます。以上、合わせまして面積にし

て５６６３.４１平米、１億３,５９８万３２６円でございます。 

  次、３ページをごらんいただきたいと思います。損益計算書でございます。１の事業

収益、公有地取得事業収益につきましては１,４４２万２,５００円、これは国木原の用

地売却に伴う収益でございます。（２）特定土地等用地売却収益並びに土地の造成事業

収益はございません。 

  次に２、事業原価、（１）の公有地取得事業原価、これにつきましては国木原の用地

の原価でございます。１,０２０万３,０００円でございます。事業総利益につきまして

は、事業収益合計より事業原価合計を差し引いた４２１万９,５００円となってござい

ます。 

  次、３の販売費及び一般管理費４１万３,９２２円でございます。この内訳につきま

しては福井樫山地内の防犯灯４基の年間の電気代１万７２３円、それと事務消耗品費、

分譲地販売用ののぼり等４万５,２９０円、会議出席のための駐車場料金４００円、国

木原用地販売に伴う土地鑑定委託料８万４,０００円、法人町民税２７万３,０００円と

なってございます。 

  次、４の事業外収益でございます。取得利益１,５６８円。この内訳は普通預金の利

息３２２円と基本財産５００万円の定期預金の利息１,２４６円でございます。（２）

の雑収益はございません。 

  次、５、事業外費用の支払利息６万２,０２７円は短期借入金の利息でございます。

（２）の雑損失はございません。経常損失４７万４,３８１円でございます。当期純利

益につきましては、事業総利益４２１万９,５００円より経常損失４７万４,３８１円を

差し引いた３７４万５,１１９円となってございます。 

  次、４ページをごらんいただきたいと思います。資産の部でございます。流動資産に

つきましては現金及び預金７３８万６,８３０円、公有保有用地はございません。特定

土地５６６万５,８９９円、完成土地１億３,０３１万４,４２７円、流動資産合計は１

億４,３３６万７,１５６円でございます。固定資産につきましてはございません。これ

によりまして、資産合計１億４,３３６万７,１５６円でございます。 
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  次、２の固定資産については該当物件はございません。このため資産合計１億４,３

６７万１５６円となってございます。 

  負債の部１の流動負債（１）の短期借入金７,２００万円、（２）の未払金（３）借

受金はございません。このため流動負債合計が７,２００万円、負債合計につきまして

は、同じく７,２００万円となってございます。 

  次、５ページをごらんいただきたいと思います。資本の部、資本金、これにつきまし

ては基本財産５００万円、ＪＡながみねにおいて定期預金として保有してございます。

準備金は前年度繰入金６,２６２万２,０３７円、当期純利益３７４万５,１１９円、準

備金合計は６,６３６万７,１５６円となってございます。資本合計は資本金と準備金を

足しました７,１３６万７,１５６円、負債資本合計は１億４,３３６万７,１５６円でご

ざいます。 

  続きまして６ページをお願いしたいと思います。資産の部でございます。流動資産１

億４,３７６万７,１５６円、この内訳は普通預金２３８万６,８３０円、定期預金５０

０万円、特定土地５６６万５,８９９円、完成土地１億３,０３１万４,４２７円でござ

います。固定資産についてはございません。資産合計につきましては１億４,３３６万

７,１５６円となってございます。 

  次、負債の部では、流動負債の短期借入金７,２００万円、固定負債の長期借入金は

ございません。このため負債合計は同じく７,２００万円となります。資産合計より負

債合計を差し引いた差引純資産は７,１３６万７,１５６円でございます。 

  次の７から８ページに附属明細表として費目別の明細表一覧表を掲載させていただい

ております。内容につきましては先ほど説明したものと同じということでございますの

で、省略させていただきます。また９ページになりますが、平成２５年５月２７日に監

事による監査を実施した決算監査意見書を添付させていただいております。内容につい

ては、ごらんいただきたいと思います。 

  以上、簡単ですが、平成２４年度紀美野町土地開発公社の経営状況報告とさせていた

だきます。 

  引き続きまして、紀美野町ふるさと公社経営状況を説明する資料、赤い背表紙になり

ます。 

  紀美野町ふるさと公社の経営状況を説明する書類について。 

  地方自治法第２４３条３、第２項の規定により紀美野町ふるさと公社の経営状況を説
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明する書類を次のとおり提出する。 

                 平成２５年６月１１日提出 紀美野町長 寺本光嘉 

  それでは資料の１ページをごらんいただきたいと思います。 

  平成２４年度事業報告書でございます。公社が実施した事業取り組みについて記載を

してございます。特に申し上げたい事項について説明をさせていただきます。 

  まず（１）の①自然を利用した観賞会、体験会の実施。また②イベントを通じての交

流活動の推進ということで、平成２４年度におきましては前年度より３事業多い年間１

８の集客のための事業やイベントを実施しました。特に恒例となってきました夏のそう

めん流しには、回を重ねるたびに来客者数がふえ、売り上げの効果も実績として見られ

るようになってまいりました。 

  新しいイベントにつきましては９月２８日の観月の夕べコンサート、それから１２月

２１日にはクリスマスジャズコンサート、３月１７日には日帰り生石高原や山焼き見学

ツアーでございまして、３つのイベントを合わせまして１６７名の皆さんに御参加をい

ただいてございます。議会の皆様方にも御参加協力いただきまして、本当にありがとう

ございました。 

  次、２ページ中ほど（３）特産品の利活用による食文化の創造と提供に関する事業で

は、話題性のある各種イノシシ料理の提供も２年目に入りました。また地元山菜等の食

材の利用については前年度までは試行的に行ってきましたが、本年度に入り町内のみど

りの里グループなどから、期限限定ではございますが、ワラビ、タラ、フキなどを購入

し、本格的に食材利用を始めてございます。 

  次、３ページをごらんいただきたいと思います。（５）美里の湯かじか荘の運営管理

に関する受託事業の中にも記載していますとおり、ダイレクトメールや各種施設へのパ

ンフレットの配布、公社職員による町内外への団体への営業活動の実施、インターネッ

トでの宿泊予約の体制強化、また町内ゴルフ場とのタイアップなどで集客力のアップを

図ってまいりました。なお、ただいま紹介した取り組みについて、ほかに１ページから

３ページに実施した事業内容を詳しく記載してございます。後ほどごらんいただきたい

と思います。 

  次、４ページをごらんいただきたいと思います。平成２４年度かじか荘・毛原オート

キャンプ場営業実績説明資料でございます。ここでは各項目別に利用者と売上額、それ

から平成２３年度と平成２４年度を比較して記載してございます。かじか荘の売り上げ
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実績につきましては、宿泊で前年度比１５８万５９４円の増額、宴会では１１７万９,

４６４円の増額、このほか日帰り、売店、自販機その他の売り上げについてもそれぞれ

増額となってございます。しかしながら風呂、入浴で前年度比２１万２,１８９円の減

額、レストランで８万９,１７４円の減額となっております。この結果、かじか荘全体

では宿泊、宴会での増収が大きかったということで、前年度比約３％に当たる３３３万

６,２７７円の増額となってございます。 

  またオートキャンプ場におきましては、前年度比大幅な１８％に上る４２万１,０８

３円の増収となってございます。この結果、かじか荘毛原オートキャンプ場の売り上げ

については前年度比３７５万７,３６０円増の１億１,５３６万４,２１３円となり、平

成２２年度、平成２３年度に引き続き平成２４年度においても当期純損益がプラスとな

り、３年間で最高額の９２０万５,２１８円という営業利益という結果となりました。

この要因につきましては、平成２３年度の２つの大きな災害の影響も薄れまして観光客

が回復してきたこと、また従来から公社が一丸となって取り組んできた経営改善対策へ

の取り組みが成果として数値にあらわれてきているものと考えてございます。 

  次に５ページをお願いしたいと思います。平成２４年度の決算についての報告でござ

います。当決算につきましてはかじか荘及び毛原オートキャンプ場の指定管理に伴う運

営管理事業と県動物愛護センター等の施設整備事業を１つとする決算書となってござい

ます。 

  まず貸借対照表でございます。資産の部、Ⅰの流動資産でございます。内訳としては、

現金からリサイクル預託まで、ここに記載されている１３項目の流動資産がございます。

その流動資産合計は７,１７５万８,１４８円でございます。固定資産の合計は有形固定

資産、無形固定資産を合わせまして１,０６８万２,１１９円でございます。資産の合計

は流動資産合計、固定資産合計を合わせまして８,２４４万２６７円となってございま

す。 

  次、６ページをごらんいただきたいと思います。負債の部Ⅰ、流動負債につきまして

は、内訳としてここに記載していますとおりでございます。その流動負債合計並びに負

債合計は増額の２,７５２万６,２２７円となってございます。 

  次、資本の部でございます。Ⅰの資本金につきましては８,０００万円、Ⅱの利益剰

余金の当期末処理損失につきましては２,５０８万５,９６０円となってございます。利

益剰余金合計がマイナス２,５０８万５,９６０円、資本の合計５,４９１万４,０４０円、
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このため負債資本合計といたしましては８,２４４万２６７円となってございます。 

  次に７ページをお願いします。損益計算書でございます。経常損益の部、営業収益、

売上高はかじか荘及び毛原オートキャンプ場での営業収益１億１,５３６万４,２１３円

と県動物愛護センターでの公共施設整備収益１,０００万円を合わせた１億２,５３６万

４,２１３円となってございます。 

  ２の営業費用につきましては（１）売上原価、期首商品棚卸高から公共施設整備原価

までの９項目で合計４,７０４万８,５２２円、ここより期末商品棚卸高を差し引きまし

て４,４０３万１,１２２円となってございます。売上総利益といたしましては８,１３

３万９１円となってございます。また（２）の販売費及び一般管理費につきましては、

給料手当より８ページ中ほどの雑費まで３６項目ございまして、合計が９,３３７万４

８５円となってございます。販売費及び一般管理費から売上総利益を引いた営業損失は

１,２００万４,３９４円となってございます。 

  Ⅱの営業外損益の部で１の営業外収益は利息及び雑収入の合計で１２３万３,１９２

円、２の営業外費用は支払利息と雑損失の合計で２万３,５８０円、経常損失は１,０７

９万４,７８２円となってございます。 

  次に特別損益の部につきましては、指定管理者料２,０００万円、税引前当期純利益

及び当期純利益といたしましては同額の９２０万５,２１８円、前期繰越損失が３,４２

９万１,１７８円、当期未処理損失額、これにつきましては２,５０８万５,９６０円と

なってございます。 

  続きまして、９ページをごらんいただきたいと思います。これは、先ほど７ページ中

段に記載してございます公共施設整備原価でございます。労務費、経費を合わせまして

９４６万６,２９９円となっているものでございます。 

  続きまして、１０ページをお願いします。損失処理計算書でございます。当期未処理

損失並びに次期繰越損失額は同額の２,５０８万５,９６０円となってございます。 

  次、１１ページをお願いしたいと思います。財産目録でございます。資産の部、流動

資産合計７,１７５万８,１４８円、内訳は現金２３８万４,１３２円、小口現金４５万

円、預金が６,３０９万８,７１０円でございます。未収入金２１０万７,１３０円、こ

の内訳につきましては和歌山県１５７万５,０００円とありますが、これにつきまして

は愛護センターの業務委託料の未収入金でございます。 

  ２の固定資産額は１,０６８万２,１１９円で、この内容につきましては有形固定資産
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１,０６２万４,０１９円、無形固定資産５万８,１００円でございます。資産合計は７,

９５２万５,６１４円となってございます。 

  次、１２ページをお願いしたいと思います。負債の部、流動負債計が２,７５２万６,

２２７円、内訳としましては、ここに記載しておりますとおり未払い金等でございます。

２の固定負債はございません。負債合計は２,７５２万６,２２７円、正味財産につきま

しては５,４９１万４,０４０円となってございます。 

  次、１３ページをお願いします。先日６月１８日に実施した監事による監査報告書と

なってございます。内容についてはごらんいただきたいと思います。 

  以上、簡単でございますが、平成２４年度ふるさと公社の経営状況を報告とさせてい

ただきます。 

（企画管財課長 増谷守哉君 降壇） 

○議長（小椋孝一君）    しばらく休憩します。 

 休 憩 

（午前 ９時３７分） 

―――――――――――――――――― 

 再 開 

○議長（小椋孝一君）    休憩前に引き続き、会議を開きます。 

（午前１０時０８分） 

○議長（小椋孝一君）    次に一般質問の通告は、６月１２日午後３時までに提出願

います。 

  以上で諸般の報告を終わります。 

◎日程第４ 議案第３５号 紀美野町瀬藤敏宏・千津子学校及び保育所環境整備促進基金 

             条例の制定について 

○議長（小椋孝一君）    日程第４、議案第３５号、紀美野町瀬藤敏宏・千津子学校

及び保育所環境整備促進基金条例の制定について、議題とします。 

  説明を願います。 

  総務課長、井上君。 

（総務課長 井上 章君 登壇） 

○総務課長（井上 章君）    議案書の１ページをお開きください。 

  議案第３５号、紀美野町瀬藤敏宏・千津子学校及び保育所環境整備促進基金条例の制
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定について。 

  紀美野町瀬藤敏宏・千津子学校及び保育所環境整備促進基金条例を次のとおり制定し

たいので、地方自治法第９６条第１項の規定により議会の議決を求める。 

                 平成２５年６月１１日提出 紀美野町長 寺本光嘉 

  提案理由でございます。紀美野町ふるさとまちづくり応援寄附金により積み立てるこ

とができる基金を新たに設けるため、紀美野町瀬藤敏宏・千津子学校及び保育所環境整

備促進基金条例の制定を行うものでございます。 

  ２ページをお願いします。紀美野町瀬藤敏宏・千津子学校及び保育所環境整備促進基

金条例、この条例の趣旨について御説明いたします。 

  永年、紀美野町の学校で勤められた瀬藤先生御夫婦の遺族から町に御寄附をいただき

ました。寄附者の意思として、学校の教育環境の整備や保育環境の整備に役立ててほし

いとのことでございました。このため、この基金を設置するものでございます。 

  第１条の設置につきましては、寄附者の意志に基づき学校と保育所の環境整備をはか

るために本基金を設置するものでございます。 

  第２条では、基金として積み立てる額を規定し、基金の管理、運用益の処理、繰替運

用、処分については第３条から第６条に定めてございます。 

  第７条につきましては委任規定であります。 

  附則については施行期日の規定であります。 

  以上、説明を終わらせていただきます。 

（総務課長 井上 章君 降壇） 

◎日程第５ 議案第３６号 紀美野町ふるさとまちづくり応援寄附条例の一部を改正する 

             条例について 

○議長（小椋孝一君）    日程第５、議案第３６号、紀美野町ふるさとまちづくり応

援寄附条例の一部を改正する条例についてを議題とします。 

  説明を願います。 

  企画管財課長、増谷君。 

（企画管財課長 増谷守哉君 登壇） 

○企画管財課長（増谷守哉君）    それでは議案書の３ページをごらんください。議

案第３６号、紀美野町ふるさとまちづくり応援寄附条例の一部を改正する条例について。 

  紀美野町ふるさとまちづくり応援寄附条例の一部を次のとおり改正したいので、地方
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自治法第９６条第１項の規定により議会の議決を求める。 

平成２５年６月１１日提出 紀美野町長 寺本光嘉 

  提案理由でございます。紀美野町ふるさとまちづくり応援寄附金により積み立てるこ

とができる紀美野町瀬藤敏弘・千津子学校及び保育所環境整備促進基金条例の制定に伴

い、紀美野町ふるさとまちづくり応援寄附条例の改正を行うものでございます。 

  ４ページをごらんいただきたいと思います。 

  紀美野町ふるさとまちづくり応援寄附条例の一部を改正する条例について。 

  紀美野町ふるさとまちづくり応援寄附条例の一部を次のように改正する。 

  第３条中「条例第２５号）」の次に「又は紀美野町瀬藤敏弘・千津子学校及び保育所

環境整備促進基金条例（平成  年条例第  号）」を加える。 

  附則として、この条例は公布の日から施行する。 

  なお、別冊の新旧対照表に第３条の改正後の全文を記載してございます。御確認いた

だきたいと思います。 

  以上、議案第３６号の説明とさせていただきます。 

（企画管財課長 増谷守哉君 降壇） 

◎日程第６ 議案第３７号 工事請負契約の締結について 

             （平成２４年度町道平中通り２号線（仮称・新龍光寺橋）下 

             部工事） 

○議長（小椋孝一君）    日程第６、議案第３７号、工事請負契約の締結について

（平成２４年度町道平中通り２号線（仮称・新龍光寺橋）下部工事）を議題とします。 

  説明を願います。 

  建設課長、山本君。 

（建設課長 山本広幸君 登壇） 

○建設課長（山本広幸君）    議案書の５ページをお願いします。 

  議案第３７号、工事請負契約の締結について。 

  次のとおり工事請負契約を締結したいので、議会の議決に付すべき契約及び財産の取

得又は処分に関する条例第２条の規定により議会の議決を求める。 

平成２５年６月１１日提出 紀美野町長 寺本光嘉 

  契約の目的、平成２４年度繰越、町道平中通り２号線（仮称・新龍光寺橋）下部工事。 

  契約方法、指名競争入札。 
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  契約金額、７,１９２万５,０００円。 

  契約の相手方、和歌山県海草郡紀美野町松瀬４５９番地 

         株式会社 吉田組 代表取締役 吉田 順亮 

  以上、簡単ですが、よろしくお願いします。 

（建設課長 山本広幸君 降壇） 

◎日程第７ 議案第３８号 指定管理者の指定について 

             （紀美野町美里の湯かじか荘、紀美野町毛原オートキャンプ 

             場） 

○議長（小椋孝一君）    日程第７、議案第３８号、指定管理者の指定について（紀

美野町美里の湯かじか荘、紀美野町毛原オートキャンプ場）を議題とします。 

  説明を願います。 

  企画管財課長、増谷君。 

（企画管財課長 増谷守哉君 登壇） 

○企画管財課長（増谷守哉君）    それでは議案書の６ページをお願いします。 

  議案第３８号、指定管理者の指定について。 

  紀美野町美里の湯かじか荘の指定管理者について下記のとおり指定したいので、地方

自治法第２４４条の２第６項の規定により、議会の議決を求める。 

平成２５年６月１１日提出 紀美野町長 寺本光嘉 

  指定管理者に管理を行わせる施設でございます。２施設ございます。まず１つ目は、

所在地が和歌山県海草郡紀美野町菅沢６番地外、施設の名称が紀美野町美里の湯かじか

荘。それから２つ目が、所在地が和歌山県海草郡紀美野町小西１８７番地外、名称が紀

美野町毛原オートキャンプ場でございます。 

  次に指定管理者に指定する団体でございます。団体の所在地が和歌山県海草郡紀美野

町蓑津呂８１番地、団体の名称がきみの活性化プロジェクト、代表者が森谷泰文でござ

います。 

  指定する期間につきましては、平成２５年１２月１日から平成２８年３月３１日とな

ってございます。 

  この指定管理者の指定につきましては、現在両施設を指定管理してございます紀美野

町ふるさと公社が本年１１月末をもって解散することとなったため、１２月からの施設

の管理する新たな指定管理者を指定するものでございます。 
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  なお、指定管理料につきましては、期間中の平成２５年の１２月から３月までが９０

０万円、それから平成２６年度の４月から３月までが１,１００万円、平成２７年度に

つきましても同じ１,１００万円となってございます。 

  以上、指定管理者の指定についての説明とさせていただきます。 

（企画管財課長 増谷守哉君 降壇） 

◎日程第８ 議案第３９号 平成２５年度紀美野町一般会計補正予算（第１号）について 

○議長（小椋孝一君）    日程第８、議案第３９号、平成２５年度紀美野町一般会計

補正予算（第１号）について、議題とします。 

  説明を願います。 

  総務課長、井上君。 

（総務課長 井上 章君 登壇） 

○総務課長（井上 章君）    議案書の８ページをお願いいたします。 

  議案第３９号、平成２５年度紀美野町一般会計補正予算（第１号）。 

  平成２５年度紀美野町の一般会計補正予算（第１号）は、次に定めるところによる。 

  （歳入歳出予算の補正） 

第１条 歳入歳出予算の総額に歳入歳出それぞれ１億１,８６１万８,０００円を追加し、

歳入歳出予算の総額を歳入歳出それぞれ７２億３,８６１万８,０００円とする。 

 ２ 歳入歳出予算の補正の款項の区分及び当該区分ごとの金額並びに補正後の歳入歳出

予算の金額は、「第１表 歳入歳出予算補正」による。 

  （債務負担行為の補正） 

第２条 債務負担行為の追加及び変更は、「第２表 債務負担行為補正」による。 

  （地方債の補正） 

第３条 地方債の変更は、「第３表 地方債補正」による。 

平成２５年６月１１日提出 紀美野町長 寺本光嘉 

  １６ページをお願いいたします。 

  まず歳入でございます。１２款分担金及び負担金、１項、１目の農林水産業費分担金

では７１万６,０００円の増額でございます。農業生産基盤保全管理等推進整備事業分

担金でございます。 

  １４款国庫支出金、２項、６目の農林水産業費国庫補助金では７８７万２,０００円

の増額です。これも同じく農業生産基盤保全管理等推進整備費補助金でございます。 
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  続いて１５款、県支出金、２項、１目の総務費県補助金では１９３万８,０００円の

増額です。消費者行政活性化事業交付金として１０３万４,０００円、過疎集落再生・

活性化支援補助金として９０万４,０００円でございます。２目民生費県補助金で４,０

００円の増額です。介護保険低所得者利用者負担対策事業補助金でございます。３目の

衛生費県補助金では１５２万２,０００円の増額です。風疹ワクチン接種緊急助成事業

費補助金でございます。４目の農林水産業費県補助金８３５万円の増額です。鳥獣害防

止総合対策事業費補助金として７９０万円、農山漁村交流活性化支援事業費補助金とし

て４５万円でございます。 

  １６款財産収入、２項、２目の不動産売払収入として２,４９０万４,０００円、下

佐々第２団地跡地の分譲の売り上げの代金でございます。 

  １７款寄附金、１項、２目のふるさとまちづくり応援寄附金で１,１００万円、先ほ

ども説明申し上げました瀬藤さんのところの寄附金と、こういうことでございます。 

  １枚めくっていただきまして１７ページをお願いします。 

  １８款繰入金、１項、１目の財政調整基金繰入では１,３５９万４,０００円の減額で

ございます。２０款諸収入、４項、１目の雑入では８００万６,０００円の増額です。

コミュニティ助成金として４３０万円、市町村振興協会交付金として２７０万円、長寿

社会づくりソフト事業費交付金として１００万６,０００円の増額でございます。 

  ２１款町債、１項、４目の農林水産業債では５４０万円の増額です。合併特例債でご

ざいます。６目の消防債では６,２５０万円の増額、緊急防災・減災事業債でございま

す。 

  続いて歳出でございます。歳出全科目で人件費もございますが、この人件費につきま

しては異動に伴うものが主なものでございますので、詳しい説明は省略させていただき

ます。 

  １８ページ、２款総務費、１項、１目の一般管理費で１０１万８,０００円の減額で

ございます。人件費分の減額と１３節委託料で１０３万５,０００円の増額です。消費

者行政相談啓発業務委託ということで、講演あるいは啓発講座を行うものでございます。

１５節工事請負費で１５４万７,０００円の増額です。庁舎の消防設備非常灯のＬＥＤ

化を行うものでございます。５目の企画費では４５０万４,０００円の増額です。給料

職員手当の減額のほか１３節委託料で施設管理委託料、かじか荘分ですが１７０万の増

額です。１９節負担金、補助金及び交付金では３４０万４,０００円、コミュニティ助
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成として２５０万円、それから過疎集落再生・活性化支援補助金として９０万４,００

０円です。１２目の防災諸費では２０４万円の増額となっております。人件費のみでご

ざいます。続いて２項、１目の税務総務費も同じく人件費のみでございます。 

  １９ページをお願いします。２款、３項、１目の戸籍住民基本台帳費も人件費、給料

のみでございます。 

  ３款民生費、１項、１目の社会福祉総務費は２５０万円の減額ですが、これも人件費

のみでございます。続いて２目の国民年金事務費で１６８万４,０００円の増額ですが、

これも同じく人件費のみでございます。 

  ２０ページをお願いします。３款、１項、３目の老人福祉費で２６８万８,０００円

の減額です。人件費の減額分と報償費で６３万円、需用費で３４万４,０００円、役務

費で３２万円、これにつきましては介護予防の強化事業の経費となっております。１９

節の負担金、補助金では６,０００円、社会福祉法人生活困窮利用者負担金の減免補助

金でございます。続いて９目の総合福祉センターの管理運営費では１００万円の増でご

ざいます。工事請負費１００万、福祉センターの照明設備の改修でございます。 

  同じく３款、２項、４目の保育所費では４８７万５,０００円の増額でございます。

給料、職員手当の人件費と次のページ、２１ページをお願いします。７節の賃金で２６

３万６,０００円の増額です。臨時雇用の２名分ということでございます。続いて６目

の学童保育費では１万５,０００円の増額、過年度返還金でございます。 

  続いて４款衛生費、１項、１目の保健衛生総務費では１９万１,０００円、職員手当

のみでございます。２目の予防費では３０２万３,０００円の増額、需用費以下、この

費目につきましては風疹予防接種の経費でございます。４目の環境衛生費で１４万３,

０００円、これは職員手当のみでございます。 

  次のページ、２２ページをお願いします。５款、１項、１目の農業委員会費で２７万

３,０００円、これも人件費のみでございます。２目の農業総務費で８８９万１,０００

円、これにつきましても人件費のみということでございます。続いて３目の農業振興費

で７９０万円、原材料費として７９０万円でございます。鳥獣害防止総合対策事業用材

料費としてワイヤーメッシュ等の原材料、こういうことでございます。それから４目の

耕地総務費では２６０万円の減額です。これにつきましても人件費のみでございます。

６目の地籍調査事業費で１１８万３,０００円、これも人件費のみです。 

  続いて２３ページをお願いします。９目の農業体質強化基盤整備促進事業費として１,
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４３２万６,０００円です。委託料、工事費でそれぞれ福田湯ほか改修あるいは改修工

事あるいは測量設計費の費用でございます。従来の小規模土地改良事業で行っておった

分でございます。 

  続いて５款、２項、１目の林業総務費では６１０万円の減額です。これにつきまして

は人件費のみでございます。同じく５款、４項、１目の山村振興総務費では４５万円の

増額でございます。農山漁村交流活性化支援事業補助、農家民泊への補助ということで

ございます。 

  続いて２４ページをお願いします。６款商工費、１項、１目の商工振興費では７０万

円の減額、給料のみでございます。 

  続いて７款土木費、２項、２目の道路橋梁新設改良費も人件費のみでございます。 

  ８款消防費、１項、１目の常備消防費６,０５７万８,０００円、２００万円の給料の

ほかに１９節負担金、補助金及び交付金で６,２５７万８,０００円、消防救急無線デジ

タル化の負担金でございます。 

  続いて２５ページをお願いします。９款教育費、１項、３目の教育諸費で１３万６,

０００円、１９節で各種研究大会等への負担金１３万６,０００円でございます。９款、

２項、１目の学校管理費で４２万９,０００円、人件費のみでございます。９款、３項、

１目の、同じく学校管理費で４２万円、修繕料でございます。９款、４項、１目の社会

教育総務費では５５７万６,０００円、これも人件費のみでございます。 

  ２６ページをお願いします。９款、４項、３目の公民館費では４万２,０００円の増

額です。電話料でございます。続いて９目の文化センター管理運営費で１８６万５,０

００円の増額です。備品購入費として、難聴者用の磁器ループを購入するものでござい

ます。９款教育費、５項、１目の保健体育総務費では４０万円の減額、給料のみでござ

います。３目の国体推進費で９９７万１,０００円の増額、給料ほか人件費の増と旅費

で１３２万円、それから１９節負担金で２３１万５,０００円、国体実行委員会の補助

として２１１万５,０００円、それから大成校舎ホッケー競技活動補助として２０万円

でございます。 

  ２７ページをお願いします。１２款諸支出金、１項、１４目の瀬藤敏弘・千津子学校

及び保育所環境整備促進基金ということで１,１００万円の増額でございます。これは

先ほども条例制定で申し上げました基金の寄附されたお金でございます。積み立てるも

のでございます。 
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  次の２８ページの繰越明許費計算書については御一読を願いたいと存じます。 

  １２ページに戻っていただきたいと思います。１２ページ、第２表、債務負担行為補

正でございます。まず追加されてる部分でございますが、紀美野町美里の湯かじか荘指

定管理委託料として、期間につきましては２６年度で１,１００万円の限度額、２７年

度については同じく１、１００万円の限度額でございます。町道平中通り２号線橋梁の

上部架設工事では平成２６年度に限度額として３億３００万円をお願いするものでござ

います。 

  続いて債務負担行為の変更でございます。和歌山県消防救急デジタル無線共同整備事

業の負担金でございます。補正後の期間につきましては平成２６年度から２７年度まで、

限度額といたしましては３,８５７万９,０００円の補正をお願いするものでございます。 

  続いて１３ページをお願いします。第３表、地方債補正でございます。起債の目的の

中の一般単独事業債で限度額の変更をお願いするものでございます。６,７９０万円増

額いたしまして５億１９０万円の増額補正ということで、限度額の補正ということでお

願いします。起債の方法、利率、償還の方法につきましては補正前に同じでございます。 

  以上です。 

（総務課長 井上 章君 降壇） 

◎日程第９ 議案第４０号 平成２５年度紀美野町国民健康保険事業特別会計補正予算 

             （第１号）について 

○議長（小椋孝一君）    日程第９、議案第４０号、平成２５年度紀美野町国民健康

保険事業特別会計補正予算（第１号）について、議題とします。 

  説明を願います。住民課長、牛居君。 

（住民課長 牛居 秀行君 登壇） 

○住民課長（牛居 秀行君）    議案書の３０ページをごらんください。 

  議案第４０号、平成２５年度紀美野町国民健康保険事業特別会計補正予算（第１号）。 

  平成２５年度紀美野町の国民健康保険事業特別会計補正予算（第１号）は、次に定め

るところによる。 

  （歳入歳出予算の補正） 

  第１条、歳入歳出予算の総額に歳入歳出それぞれ１２９万９,０００円を追加し、歳

入歳出予算の総額を歳入歳出それぞれ１５億１,３１２万９,０００円とする。 

  ２ 歳入歳出予算の補正の款項の区分及び当該区分ごとの金額並びに補正後の歳入歳
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出予算の金額は、「第１表歳入歳出予算補正」による。 

平成２５年６月１１日提出 紀美野町長 寺本光嘉 

  説明の都合上、歳出のほうから先に説明をさせていただきたいと思います。 

  予算書の３６ページをごらんください。まず、今回の補正の概略から説明させていた

だきます。医療費の削減には疾病の早期発見、早期治療が不可欠と考えておりまして、

このような観点から、紀美野町におきましては昨年度より特定健康診査等の受診率を向

上させるために特定健診の未受診者に対します対策事業を実施してまいりましたけれど

も、本年度におきましても引き続き本事業を実施いたしたく、今回補正予算として上程

させていただくものでございます。 

  事業内容につきましては、特定健診等の未受診者対策といたしまして、電話や訪問及

び啓発パンフレットを添えた通知等によりますお知らせを行ってまいります。また、生

活習慣病の一次予防に重点を置きました取り組みといたしまして特定保健指導予備軍の

方々に対しまして保健指導を実施し、将来的な医療費の削減につなげてまいりたいと考

えてございます。 

  具体的な補正内容といたしましては、７節賃金で保健師の臨時雇用のための賃金とい

たしまして６７万５,０００円、これにつきましては延べ７５日間分の賃金でございま

す。次に１２節役務費で郵便料２３万７,０００円、これにつきましてはパンフレット

の送付費用、約１,８００人分及びはがきの発送費用１,５００人分でございます。また

１３節委託料で受診案内等企画作成業務委託料といたしまして３８万７,０００円、こ

れにつきましてはパンフレットの企画作成及び受診勧奨はがき、圧着はがきでございま

すが、これらの企画作成業務委託料でございます。合計１２９万９,０００円の増額補

正をお願いするものでございます。 

  次に予算書の３５ページに戻っていただきたいと思います。歳入でございます。ただ

いま歳出予算補正で説明を申し上げました事業に対しまして、国のほうから全額補助の

１２９万９,０００円が財政調整交付金の中の特別調整交付金として助成していただき

ますので、それに伴います歳入の増額補正でございます。 

  以上、簡単でございますが、平成２５年度紀美野町国民健康保険事業特別会計補正予

算（第１号）の説明とさせていただきます。 

（住民課長 牛居 秀行君 降壇） 

○議長（小椋孝一君）    以上で、本日の日程は全部終了しました。 



－２３－ 

 散 会 

○議長（小椋孝一君）    本日はこれで散会します。 

（午前１０時４０分） 

 


